
○ 令和 6 年度第２回恵庭市社会福祉審議会会議録 
 

令和 7 年 3 月 25 日（火）10：30～ 
市民会館 2 階 視聴覚室 

 
 
【出席者】  

＜出席委員＞船田委員、伊藤委員、美馬委員、山内委員、北林委員、首藤委員、 
髙橋委員、笹嶋委員  ＊欠席委員～、亀石委員、島田委員、大久保委員 
＜事務局＞保健福祉部長、子ども未来部長、保健センター長、保健福祉部次長、子ど

も未来部次長、福祉課長、国保医療課長、障がい福祉課長、介護福祉課長、保健課長、

健康スポーツ課長、子ども政策課長、えにわっこ応援センター長、幼児保育課長、子

ども発達支援センター長、すみれ保育園園長、福祉課庶務担当主査（記録者）  
【傍聴】 なし 
  
（司会進行：保健福祉部次長） 
１ 開会 
 
２ 会長あいさつ 
  みなさんおはようございます。今日は第２回恵庭市社会福祉審議会ということで、

委員の皆様お集りいただき誠にありがとうございます。今日の内容につきましては、そ

れぞれの部会から今年度の活動内容を報告いただき審議していただくこととなります。 
この審議会は恵庭市の社会福祉部門のトップになるものですので、忌憚のないご意見

をいただきたいと思います。 
何度も申し上げておりますが、福祉という言葉は非常に広い意味があり、「福」は幸

福、「祉」は心の豊かさ、市民の心豊かな幸せを願うための福祉事業のための審議会で

す。 
国では社会福祉法の改正により重層的支援体制整備事業が創設され、支援を断らず、

いろいろな分野が重なって支えていこうということを決めております。今後、恵庭市も

こういった重層的支援体制整備を進めていくと聞いております。ここでの審議が重要に

なると思います。 
雪が少ないと思っておりましたが、通年通りの状況となってきたということで、まだ

まだ寒い日が続きます。今後も恵庭市民の社会福祉事業が円滑に推進されるよう、保健

福祉部・子ども未来部につきましては、妊婦から高齢者まで恵庭市民に直結する事業を

行うための重要な計画がたくさんあるので、是非とも事業推進をしっかりお願いしたい



と思います。 
冒頭にあたりまして簡単ではございますが、あいさつに代えさせていただきたいと思

います。本日はよろしくお願いいたします。 
 

３ 報告事項（以下進行は会長） 
①  高齢者福祉・介護保険専門部会について 
＜山内部会長＞ 

 高齢者福祉・介護保険専門部会は７月 19 日、11 月 18 日、２月 25 日、の３回

開催しました。内容としては、基盤整備に係る介護サービス事業者選定等につい

てです。細部については事務局よりご報告申し上げます。 
（報告：介護福祉課長より資料に基づき説明） 
 

②   障害者福祉専門部会について 
＜船田部会長＞ 

 障害者福祉専門部会は７月８日、10 月 23 日、２月７日の３回開催しました。

主な議事としては、恵庭障害福祉プランの取り組み状況等について報告を行いま

した。これより詳細については事務局よりご報告申し上げます。 
（報告：障がい福祉課長より資料に基づき説明） 
 

③  児童福祉専門部会について及びえにわっこ☆すこやかプランについて 
＜美馬部会長＞ 

児童福祉専門部会では、子ども施策にかかわる事業について審議を行い、一層

の充実を図りました。主な事業については事務局より報告いたします。 
（報告：子ども政策課長より資料に基づき説明） 

 
４ その他の事項について 

＜福祉課長＞ 
 ・恵庭市重層的支援体制への進捗と今後に向けて 
 ・令和６年度及び令和７年度の恵庭市ケアラー支援事業について 
 
＜障がい福祉課長＞ 
 ・市内牧場における障がい者虐待における本市に対する訴訟の経過報告 

 
◎質疑 

北林委員：会議資料の全般について、いろいろと専門用語があり、分かっているつもり

でもわからないということがよくある。今回の資料には用語解説があり、感心



している。これまで色々な資料見たけれども、ここまでのものはなかった。今

後もこういう形で載せてほしい。スマホ等で調べて理解できるようにしている

が、まとめて載せてもらえるとありがたい。 
 
会  長：専門用語というものは難しいので、用語解説があるとより理解できる。様々

な計画において、各層に理解しやすいような計画づくりをお願いしたい。 
 

◎おわりに 

＜伊東保健福祉部長＞ 
本日の社会福祉審議会を持ちまして今年度最後ということになります。これまでの感謝

を込めてご挨拶させていただきます。 
 昨年度から本年度にかけて２年間の任期の中、各専門部会にご参加いただき、貴重な

ご意見ご指摘をありがとうございます。 
 今後は、ご承認いただいた計画や各事業について、施策等を通して実効性のあるもの

として進めていくことが私たちの責務であると思います。 
新年度となりましたら、各機関団体等、審議会の新たな新任委員の推薦をご依頼させ

ていただければと思いますので、そちらについてもよろしくお願いいたします。 
結びになりますが委員の皆様におかれましても、本市の社会福祉行政に対しましての

変わらぬご理解とご協力に感謝申し上げまして、簡単ではございますが事務局を代表と

してのご挨拶とさせていただきます。誠にありがとうございました。 
 
５ 閉会     １１時０２分  閉会 


